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校
長 

新
井 

美
保
子 

 

一 

本

校

の

沿

革 

 

本

校

は

、

長

勝

寺

境

内

で

産

声

を

上

げ

、

明

治

八

年

、 

男

沼

学

校

と

し

て

創

立

さ

れ

、
百

五

十

年

目

を

迎

え

る

伝

統

校

で

す

。
学

校

教

育

目

標
「

確

か

な

学

力

の

向

上

と

健

や

か

な

心

身

の

育

成 

～

な

か

よ

く 

か

し

こ

く 

た

く

ま

し

く

～

」
を

目

指

し

、
学

校
・

家

庭
・
地

域

が

一

体

と

な

り

、
教

育

活

動

を

推

進

し

て

お

り

ま

す

。
「

長

勝

寺

花

祭

り

」
や
「

豚

の

丸

焼

き

大

会

」
な

ど

、
地

域

と

一

体

と

な

っ

て

児

童

の

健

や

か

な

成

長

と

郷

土

愛

を

育

む

行

事

が

た

く

さ

ん

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

異

年

齢

の

児

童

が

、

一

緒

に

遊

ん

だ

り

、
学

び

合

っ

た

り

す

る

縦

割

り

活

動

を

通

じ

、
社

会

の

縮

図

を

学

び

、
未

来

を

た

く

ま

し

く

生

き

抜

く

力

を

育

ん

で

い

ま

す

。 

二 

校

章

・

校

歌

制

定

に

係

る

エ

ピ

ソ

ー

ド 

 

１ 

校

章 

 
 

 

昭

和

四

十

八

年

に

制

定

。

四

枚

の

葉

は

、

本

校 

シ

ン

ボ

ル

ツ

リ

ー

で

あ

る

黄

金

樹
（

ハ

ナ

キ

サ

サ

ゲ

）

で

、
当

時

の

四

つ

の

字

を

示

し

、
文

字

は

肥

沃

な

男

沼

地

区

の

整

備

さ

れ

た

農

地

を

表

現

し

て

い

ま

す

。 

２ 

校

歌 

 
 

 

昭

和

四

十

六

年

三

月

制

定

の

校

歌

は

、
当

時

の

増 

 
 

田

貫

一

校

長

が

中

心

と

な

り

、
日

本

コ

ロ

ン

ビ

ア

専 

 
 

属

の

島

来

展

也

氏

の

仲

介

で

、
加

藤

久

仁

男

氏

の

作 

詞

、

海

沼 

実

氏

の

作

曲

に

よ

り

誕

生

し

ま

し

た

。 

（

加

藤

氏

は

、
矢

沢

永

吉

ら

の

楽

曲

を

手

が

け

る

加 

藤 

久
（
『

ザ
・
コ

レ

ク

タ

ー

ズ

』
ボ

ー

カ

ル

）
の

父

、 

海

沼

氏

は

、
「

み

か

ん

の

花

咲

く

丘

」
「

里

の

秋

」
等 

で

知

ら

れ

る

日

本

を

代

表

す

る

童

謡

作

曲

家

） 

 

「

い

た

わ

り

あ

っ

て

」
で

始

ま

る

歌

詞

に

は

、「

皆 

仲

良

く

平

和

な

学

校

に

」
と

い

う

願

い

が

込

め

ら

れ 

て

い

ま

す

。
利

根

川

の

ほ

と

り

に

て

、
赤

城

、
浅

間

、 
榛

名

山

等

を

望

む

大

自

然

に

見

守

ら

れ

な

が

ら

、
咲 

き

誇

る

花

々

と

と

も

に

元

気

い

っ

ぱ

い

、
た

く

ま

し 

く

成

長

し

て

い

く

児

童

の

姿

を

描

い

た

校

歌

で

す

。 



    
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 

校 
 

歌 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

加
藤
久
仁
男 

作
詞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

海
沼 

 
 

 

実 
 

作
曲 

  

一 

い
た
わ
り
あ
っ
て 

 

呼
び
合
っ
て 

 
 

 
 

元
気
に
学
ぶ 

 

男
沼
の
子 

 
 

 

利
根
の
川
面
を
吹
く
風
に 

 
 

 
 

若
い
い
の
ち
の
花
が
咲
く 

 
 

 
 

 

男
沼
小
学
校 

 

心
の
ふ
る
さ
と
よ 

 
 

 
 

二 

男
沼
の
里
に 

 

新
し
く 

 
 

 
 

歴
史
を
築
く 

 

ま
ち
の
歌 

 
 

 

赤
城
浅
間
や
榛
名
山 

 
 

 
 

遠
く
つ
ら
な
る
山
な
み
に 

 
 

 
 

 

ひ
び
け
足
音 

 

明
る
く
た
く
ま
し
く 

  
 

三 

勉
強
し
た
り 

 

遊
ん
だ
り 

 
 

 
 

た
の
し
く
学
ぶ
男
沼
の
子 

 
 

 

雨
も
嵐
も
乗
り
越
え
る 

 
 

 
 

教
え
尊
く
身
に
つ
け
る 

 
 

 
 

 

男
沼
小
学
校 

 

心
の
ふ
る
さ
と
よ 
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